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論

説

公
羊
家
の
理
旭

こ
す
ろ
大
同
の
社
倉

衛
八
巻

(第
六
號

三

〉

七
三
Q

公
羊
家

の
理
想
こ
す
る
大
同
の
就
會

小

・
島

肪

馬

一

.

大
同

の
肚
會
&
は
「
禮
記
」
嘘
運
篇

の
冒
頭
に
見
ゆ
る

一
の
理
想
泄
會
で
あ
る
。
其
記
事
に
よ
れ
ば
孔
子
魯
に
仕

ぺ
て
或
塒
皓
祭

の
賓
㊧
爲
つ
だ
こ
ご
が
あ
っ
π
が
、
祭
事
畢
り
て
出
で

、
槻

の
上
に
遊
息
し
、
哨
然
ど
し
て
嘆
聾

を
凝
.せ
ら
れ
穴
。
門
人
子
游
側
に
在
り
、
.其
何
事
を
嘆
息
す
る
か
を
聞
き
し
に
、
孔
子
之
に
答

へ
て
、
昔

大
道

の

行
は
れ
し
大
同

の
世
泣
、
禮
治
の
行
は
れ
し
小
康
の
世

ご
、
二
種

の
肚
會
が
相
縄

い
で
現
は
れ
投
の
で
あ
る
が
、

自
分
は
衰
世

に
生
れ
何
れ
の
時
代
に
も
遭
遇
し
得
ざ

る
を
遺
憾

ざ
す
る
ピ
言
は
れ
穴
と
あ
る
。
尤
藪
に
大
同
の
世

ε
小
康

の
世
ご
二
つ
の
肚
會
を
擧
げ
て
居

る
が
、
中
に
も
大
同
の
世
は
共
最
高
の
理
想
ご
す
る
所
で
あ

っ
て
.
其

肚
會
状
態
は
次

の
如
き
も

の
な
り
ε
す

る
の
で
あ

る
¢

『
大
道
之
行
色
。
天
下
爲
レ
公
。
澱
レ賢
與
レ能
。
講

レ信
修
レ睦
、
故
人
不
三
凋
親
二其
親
而

不
一…濁
子
二
其
手
弔

使
二

老
.有
レ
所
ン終
。
肚
有
レ所
レ
用
。
幼
有
レ所
レ
表
。
斡
寡
孤
濁
癈
疾
者
。
皆
有
一
レ所
レ
養
。
男
有
レ分
。
女
宿
レ蹄
。
賃

悪
・
其
栗
二
於
地

・也
。
不
三
必
戯
二
於
重

力
悪
二真
否

些

於
身

一也
。
不
二
必
轡

己
。
是
政
諜
閉
而
不
レ興
。
盗

籍
織
賊
而
不
p作
。
故
郷
月
面
不
レ閉
。
是
謂
二
大
同
而
」

合
性
繹
家
の
説

に
糠
、り
此

7
久
を
解
説
せ
ん
に
、
先
づ
天
下
を
公
と
駕
す
と
は
天
下
を
以
て
或

一
人
に
秘
せ
ざ

1>『 而豊記』石墨運 芳需

ズ



亀

、

る
を
謂
ふ
の
で
あ
る
σ
も
9
天
下
ば
天
下
人

の
共
有
の
器
に
て

…
人

㎜
家

の
私
有
レ
得
る
所
で
な
い
。
故
に
之
を

公
に
し
て
聖
徳
あ
る
者
に
委
ね
、
敢
て

　
個
人

の
子
孫
兄
弟

に
は
傳

へ
な
い
の
で
あ

る
。
斯
く
て
徳
行
あ
り
道
藝

痴
る
者

を
選
翠
し
て
以
て
要
職
に
任
じ
、
牢
素
人
民

の

一
般
に
講
習
ず
る
所
は
誠
信
、
修
爾
す
る
所
は
和
睦

こ
い

ふ
こ
ご
で
蹴
る
。
固
よ
り
父
母
は
人

の
最
親
し
む
所
、
子
ば
人

の
最
愛
ナ
る
所

で
あ

る
が
、
併
.し
雌
臼
ら
其
親
を

親
し
み
自
ら
真
子
を
愛
す
る
の
み
に
て
人
の
親
を
親
し
ま
亦
人

の
子
を
愛
せ
ざ
れ
ば
濫
會

の
牛
和
は
到
底
望
ま
れ

な
い
。

さ
れ
ば
此
肚
曾
に
在
り
て
ば
人
々
其
親
を
親
し
み
以
て
人

の
親
に
及
ぼ
し
、
其
手

を
愛

し
て
以
て
人
の
子

に
及
ぼ
し
、
以
て
萬
民
同
愛

の
質
を
禦
ぐ
み
の
で
あ
る
。
既
に
私
親
私
愛
な
く
四
海

一
の
如
く
な
る
が
故
に
、
天

下
の
老
者
は
皆
購
養
を
得

て
其
猷
命
を
終

へ
、
壮
者

は
皆
遊
民
.こ
爲
ら
す
し
て
其
業
に
断
…み
、
幼
者
は
皆
保
育
を

得
て
成
人
ナ

る
こ
ご
を
得

、
冶
寡
狐
狸
塵
疾

の
者
4-
皆
甑
養
を
得
て
貧
苦
窮
乏
を
嘆
ず
る
も
の
は
な
い
。
而
し
て

男
子
は
各
分
職
あ
.り
て
↓
才
無
き
者
は
耕
作
に
従
事
し
、
能

あ
や
者

は
政
治
を
推
當
し
、
女
子
は
皆
頁
奥
の
家
を

得
て
嫁
期
を
.失
す
る
者
こ
て
は
な
い
。
叉
財
貨

の
如
き
も
公
熊
あ
り
て
私
産
は
な
い
り
足

れ
既

に
天
下
を
公
有
ご

す
る
以
上
濁
り
財
貨
の
み
私
藏

を
許
す
べ
き
で
な
い
。
但
人
若

し
牧
録
せ
事
し
で
山
野
に
棄
榔

ず
れ
ば
、
天
物
を

壊
敗
し
て
資
り
用
ふ
る
こ
ご
が
出
来
ぬ

。
故
に
各
人
牧
め
て
之

を
保
管
す
る
の
み
で
あ

っ
て
、
之
を
減

し
己

の
有

ε
寫
す

の
で
は
な
い
、
若
し
乏

し
き
者
あ
ら
ば
即
ち
之
に
施
し
與
ふ
る
の
で
あ
る
。
文
勢
働

と
い
ぶ
こ
ご
も
公
共

め

の
爲
め

に
し

て
自
己

の
爲
め
に
す

る
の
で
は

な

い
。
帥

ち
人

が
勢
苦

を
悸

ら

爪
各

筋
力
を
蝸

す
所

以
は
、
自

ら
力

を
憎

み
て
産

業
を
務

め
争
奪

ら
養

を
人

に
仰
ぐ
を
嫌

ふ
が
爲
め

で
あ
っ
て
、
全
く
自

己

一
身

の
利
益

の
矯
め

に
螢

爲

す
る
竜

の
で
は
な

い
。
撫
此

の
如

く
天
下

一
.旧
規

の
和

ぐ
子

の
如

く
和
睦

し
た
な
ら
ば
権
衡
詐
謀

な
ご

＼
い
ふ

.

諦

観

公
手
探
の
理
想
ミ
す
る
大
同
の
泄
脅
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観

公
羊
家
の
理
想
ε
す
る
大
同
の
吐
會
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八
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六
號
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四
)
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三
二
.

こ
ε
は
施

す
に
所

が
な

い
の
で
あ

る
。
人

々
激
養

を

公
崖

に
待

ち
乏

し
き
者

あ
ら
ば
轍

ち
與

ふ

る
が
如

く
な
ら
ば

盗
霧
齪

賊
は
如
何
に
し

て
も
起

り
や
う

が
無

い
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
此

肚
曾

に
於

て
は
人
家
扉

を
説

く

る
も
敢

て

操
推

す

る
所

あ

る
に
非
す

、
専

ら

風
塵

を
防
ぐ

の
用

に
供

す

る
の

み
に
て
、
從

っ
て
扉

は
外

よ
り
間
ぢ
關
閉

を
用

'

.

ひ
な

い
。
暴

れ

が
帥

ち
大
同

の
世

の
有
様

で
あ
る
。

然

ら
ば
謂

ふ
所

の
小
康

の
肚
會
歌
態

は
果
し

て
如
何

ご

い
ふ
に

、

そ
は
次

の
如

き
文
字

に
よ

っ
て
示

さ
れ

て
居

る
。

『
今
大
道
既
隠
。
。
.天
下
爲
・
家
。
各
親
二
其
親
『
各
子
二
共
子
相
貨
力
爲
レ
己
。
大
人
世
及
以
爲
レ禮
。
城
郭
溝
池

以
爲
レ固
。
禮
義
理
爲
レ紀
。
以
正
一一君
臣
鱒
以
篤
二父
子
崎
以
睦
二
兄
弟
而
以
和
一」夫
婦
圃
場
設
二
制
度

～
以
立
二
田

里
司
以
賢
=勇
知
記
以
レ功
爲
レ己
。
故
謀
用
レ是
作
。
而
兵
由
レ此
起
。
高

揚
交
武
成
玉
屑
公
。
由

レ此
其
選
也
。

此
六
君
子
者
。
未
レ右
下
不
レ謹
二於
禮

一者
上
也
。
以
著
二其
義
4
以
考
二其
信
↓
著

レ有
レ
過
。
刑

レ仁
講
レ譲
。
示
二
民

有
ワ
常
.
如
有
二不

レ由
レ此
老
司
在

」勢
老
妻
。
衆
以
爲
レ
映
。
是
謂
二小
康
四
」

言
ふ
こ
こ
ろ
は
大
道
既

に
隠

れ
て
行
は
れ
す
、
天
下
皆
自
己
に
私
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
此
曲
曾
の
特
徴
で
あ
る
。

君
ま
は
天
下
を
似
て
私
家

の
物

と
濡
し
て
子
孫
に
傳

へ
之
を
天
下
に
公
に
せ
す
、
四
海

の
民
者
共
親
を
親
し
み
菓

子
を
愛

し
て
人

の
親
人

の
子
に
及
催
す
。
財
貨
を
賊
す
る
は
皆
目
己
を
利
せ
ん
が
爲
め
に
し

て
夢
働
を
敢
て
す
る

は
皆
私
欲
を
充
な
さ
ん
が
爲
め
で
あ
る
。
既
に
各
人
が
私
を
警
み
己
を
利
す
る
こ
と
を

の
み
計

る
以
上
は
争
奪
摘

疑
は
免
れ
ざ
る
所
で
あ
る
。
さ
れ
ば
上
位
に
在

る
者
は
其
地
位
を
世
襲

し
て
以
て
禮

ご
寫
し
、
城
郭
清
絶
を
爲
り
.

て
以
て
自
ら
護
衛
す
る
必
要
が
蛋
か
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
か
か
る
耐
會

に
於
て
最
重
要
航
る
者
は
禮
義

で
あ
み
。

2)『 禮記』禮螢E篇
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此
畦
義
を
討
ひ
て
肚
會
の
秩
序
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
郎
之
を
以
て
君
臣
を
正
し
父
子
を
篤
化
し
兄
弟

を
陸
し

く
し
.夫
婦
を
和
せ
し
め
、
.叉
之
を
以
て
宮
室
衣
服
軍
旗
飲
食
の
上
に
上
下
貴
賎

に
慮
じ
て
制
度
を
立
て
、
耕
作
の

地
層
.佳
の
所
亦
上
下
貴
賤
に
.よ
り
て
共
晶
を
異
に
す
る
こ
ご
こ
す
る
。
叉
此
肚
會

に
於
て
は
争
奪
井
行
は
る
る
が

故
に
勇
に
須

つ
所
が
あ
る
の
で
あ
る
.、
互
に
相
欺
表
す
る
が
故
に
知
に
須

つ
所
が
あ

る
の
で
あ
為
、
足
れ
勇
知

の

士

の
崇
重
せ
ら
る
る
所
…以
で
あ
る
。
功
を
立
て
事

を
起
す
皆
他
人

の
爲
め
に
せ
ぬ
、
故
に
姦
詐
作
り
戦
争

が
起

る

の
で
あ
る
。
古
の
禺
混
交
武
成
工
周
公

の
大

君
士
⊥
は
此
か
る
肚
會
に
廃
す
る
に
能
べ
禮
義
を
以

て
激
化
を
成

し
遂

厭
な
も
の
で
英
異

の
君
ご
寫
す

べ
き
で
あ
る
。
誠
に
此
六
君
主
は
禮
義
を
謹

み
能
く
次
の
王
事
を
行
つ
投
、
即
ち

民
に
失
ふ
所
あ
ら
ば
禮
を
用

ひ
て
之
を
裁
断

し
て
其
宜

し
き
を
得
.し
砂
、
民

に
相
欺
く
あ

ら
ば
禮

を
用
ひ
て
之

を

考
し
て
信

な
ら
し

め
、
氏
罪
あ
ら
ば
薩
を
用
ひ
て
之
を
照
明
し
、
民
仁
な
ら
ば
禮
を
用

ひ
て
之

を
賞
し
て
則
ε
爲
.

さ
し
め
、
「
民
孚
奪
す
.れ
ば
禮

を
用
ひ
て
之
を
講
説
し
て
推
譲
せ
し
め
π
、
畢
竟
此
五
車
を
以
、て
民
に
示
し
以
.て
常

法
.ε
爲
遷
し
め
穴
の
で
あ
.る
。
若
し
君
主
に
し
て
禮
義
を
謹
み
此
五
車
を
行
ふ
こ
と
を
爾
さ
.ざ

為
者
あ
ら
ば
馬
衆

人
必
す
以
て
醜
悪

ε
短
し
、
罪
を
以
て
之
を
富
貴
勢
位
よ
の
退
く
る
に
至
る
ゆ
是
が
小
康
め
世

の
有
様
で
あ
る
。

今
.禮
蓮
篇
全
禮

の
主
旨
を
六
親
す
る
に
、
孔
子
は
言
ふ
ま
で
も
な
ぐ
徳
治

の
極
.致
な
る
大
同

の
世
を
以
.て
其
最

.筒
の
理
想
層と
な
す
者
で
あ
る
が
「
而
も
其
空
裏
働

の
時
代
に
當
り
到
底

一
足
飛

び
に
大
同
の
世
を
翼
ふ
こ
ご
が
幽

來
な
い
.。
そ
こ
で
已
む
こ
ご
を
得
す
順
序

こ
し
て
先
づ
禮
治
を
貴
行
せ

る
小
康

の
世
を
.實

現
せ
し
め
ん
達
し
穴
も
、

の
.ζ
思
は
れ
る
。
さ
れ
ぜ
膿
蓮
,こ
い
ふ
名
稠
も
此
小
康

の
遣
に
よ
.つ
て
名
づ
け
な
る
も
の
に
し
て
、
從

っ
て
禮
運
.

篇
.の
大
部
分
は
薩

の
由

っ
て
起

る
原
因
を
詳
説
し
、
禮

の
韓
崇
す

べ
き
所
以
を
高
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
.

論
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論

説

公
羊
家
の
理
想
ξ
す
る
大
同
の
融
會

第
八
巻

{第
六
號

一
六
)

七
三
圃
[

猶
小
康
の
世
に
於
て
高
揚
文
武
を
暴
ゼ
.二
代
英
主

の
治
を
稠
述
せ
る
よ
り
、
大
同
の
世
は
更
に
溯
り
て
五
帝

の

代

の
こ
ε
を
説
け
る
も
の
ご
す
る
が
普
通

の
解
繹
で
あ
る
。
熱

型
に
五
帝
の
代
と
盲

ひ
三
代
ご
言
ひ
此

に
描
寫
す

る
如
き
肚
會
が
過
去

に
實
現
せ
ら
れ
し
も
の
ε
は
此
備

の
作
者
自
身

ε
雄
恐

ら
く
想
像
せ
ざ
る
所

で
あ
ら
う
。
唯

由
来
支
部
人
は
其
理
想
郷

を
描
く
に
當
り
之
を
將
來
に
描

か
す
し
て
過
去
に
描
く
が
普
通
で
あ
る
。
足
れ
蓋
し
實

際
的
な
る
支
那
人
に
劃
し
て
は
漠
然
え
る
空
想
を
未
來
に
指
示
す
よ
り
も
、
是
は
既

に
過
失
に
於
て
嘗

て
實
現
せ

ら
れ
拠
る
所

で
あ
る
8
言
ふ
方
、
人
心

に
入
肛
易
き
が
爲

妙
で
あ
ら
う
ピ
思

ふ
。
從

っ
て
作
者
目
鼻

の
意
は
常
に

過
去

の
事
實
に
假
り
て
將
來
に
理
想
肚
會
を
現
出
せ
し
め
ん
ご
す
る
に
在
る
も
,
そ
れ
が
誤

っ
て
箪
に
過
去

を
尊

重
す
る
の
思
想
を
醸
成
し
、
爲
め
に
吾
人

の
理
想
は
既

に
過
去

の
事
に
属
す
ご
な
し
、
現
在
及
び
將
來
に
射

し
絶

壁
の
念
を
抱
↑
ヒ
い
ふ
弊
に
附

つ
え
も

の
が
支
那
人

の
所
謂
術
古
癖
ご
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
尤
次
に
述

ぶ
る
所

の
公
羊
家

の
思
想
に
在

り
て
は
其
理
想
を
描

く
に
當

っ
て
稽
其
傾
向
を
異
に
す
る
も

の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

二

大
伺

の
肚
會
は
前
に
述
ぶ
惹
如
く
小
康
の
祉
禽
ご
共
に

「
の
理
想
肚
會

ご
し
て
「
禮
記
短

蓮
篇

の
中
に
述

べ
ら

れ
て
居
る
所
で
あ
る
が
、
近
来
支
那
の
革
巻
殊
に
公
羊
學
者
の
問
に
於
て
北
大
伺

こ
い
ふ
こ
ご
が
頻
り
.に
唱
溢
せ

ら
る
、
や
う
に
な
つ
投
。
さ
れ
ば
今
藪
に
公
羊
家
の
畢
説

の

一
斑
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
如
何
に
し
て
大
伺
の
理
想

ε
結
び
付
い
て
居
.る
か
を
述

べ
て
み
や
う
ご
思
ふ
。

.

扱
公
羊
家

ご
は
主

と
し
て
『
春
秋
」
こ
い
ふ
纏
書

に
勤
し

】
種

の
見
解

を
持
す
る
學
派

の
名
で
あ
る
が
、
此
派
の

學
者

に
從

へ
ば
纏
書

と
は
孔
子
の
理
想
を
述

べ
え
る
も
の
に
し
て
、
比
熱
に
於
て
輩

に
事
實
を
記
せ
る
歴
史

こ
其

ノ



岳

「
.

趣

を
異

に
す

る
も

の
ご
す

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
孔
子

の
『
春
秋
』
は
之

を
以

て
魯

の
十

二
公

二
百
四
ナ

ニ
年
間

の

雁
皮

を
傳

へ
だ

乃
も

の
に
非

す
し

て
、
此

事
實
を
優

り
来

り
て
將
來

に
封

ず

る
自

己

の
理
想

を
述

べ
だ

る
も
,の
.從

っ
て
宙
、際

の
史
實

ご
は

…
致

す

る
.も

の
で
は
な

い
ε
す
る

。
而

し
て
其

事
實
を
綴

り
.來

力
な

る
は
.何
故
な

り
や
ぜ

〕

い
ふ
に
、
之
を
空

盲

に
託
す

る
は
事
實

に
よ
の
.て
示
す

こ
と
の
深
切
著

明

な
る
に
如

か
ざ
る
が
鳥

め

で
あ

る
ご
謂
.

つ
て
居

る
。
是

は
學
者

が
理
想

を
描

ぐ
形

式
に
.於

て
支

那

一
般

の
形
式

ご
梢
異

な
れ
為
熟

で
あ

る
。

固
よ
り
公
羊

家

ご
難
軍

に
之

を
空

盲

に
託

せ
す
し

て
渦
去

の
事
實
を

假

り
來

り
起

る
黙

に
於

て

は
、
支

那

一
般

の
形
式

と

一
致

す

る
所
も
あ

れ
ざ
、
其

事
實

た
乃
や
初

め
よ
.か
假

定
的

の
も

の
な
り

ご
公

言
し
、
且
後

に
述

ぶ
る
が
如

く
糺肌
會
は

進
化

す

る
も

の
に

し
て
過
去

よ
り
も
將
來

に
於

て
次
第

に
理
想

に
近

づ
く

も

の
な

る
こ
ご
を
明
示

す

る
黙

に
於

て

響

異
彩
姦

・
て
居

・
も
・
が
あ

・
忌

ふ
。

脇

.

公
羊
家
は
「
春
秋
』
の
大
義
微
言
誤

ふ
・
蕃

力
説
す
る
も
の
で
あ

・
。
帥
ち
「
春
秋
」
は
齪
賊
を
謙
訂
し
て
後

鋸

剛
償
.

世
を
飛

し
む

る
ご
共

に
、法

制
を
政
立

し
て
太

平
を
致

さ
ん

ε
す

る
の
理
想

を
寓

し
た

る
も

の
ヒ
す

る
の
で
あ

る
。

灘

そ
こ

で
其

理
想

を
表

示

す
る
爲

め
に
種

々
の
義

例

こ
い

ふ
者

が
存

す

る
の
で
あ

る
が
、
中

に
も
三

」科
九
旨

ε
い
ふ

・
譲

蓋

奇

警

書

・
・
唐

・
.
三
響

は

一
・
存
三

統
三

・
張
一三
世
三

・
異
二内
外
H蕊

ふ

齢
雛
.

凝
驚
灘
蟻
繋
欝
輪講
鰻
銭
と矯
指藪
薦
蒸
離
髪
貌
鱗
麓
礪
灘

・
ふ
・
薬

あ

・
・
.然

・
髭

誉

前
の
大
同
の
綴

蓋

接
の
關
係
を
有
せ
ざ
う
が
整

姑
く
之
姦

ミ

藪

認

に
は
専
ら
張
三
世

ざ
異
内
外
.
の
二
科

に
就

い
て
説
明
を

試

み
や
ぢ
。
.

3
4.

、論

説

公
羊
家
の
理
想
芭
す
る
大
同
の
肚
會
.

第
八
巻

〔第
六
號

「
七
)

七
三
五
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論

説

公
離
家
の
思
想
ε
す
る
大
同
の
肚
會

第
八
巻

(第
六
號

一
入
)

七
三
六

『
春

秋
公
羊

傳
」
を
観

れ
ば
傳

の
語

の
中

に
『
所

レ見
異

レ辞

、
所

レ聞
異

レ僻
、
所
二
傳

聞

一異

・僻
』
ご
あ

り
て
、
何
休

真
下

に
註

し

て
次

の
如

く
言

っ
て
居

る
。

『
於
†所

二傳

聞
.一之
世

ぎ
見

三
治

薩
二
於
衰
齪
之

中
舶
用

レ心
術
麓
物
。
故

内
二、其

國

凹面
外
二
諸
夏

4
先
詳

レ内

而
後

治

・外
。
…

卜
於

二所

レ
鼠
之
世
一
見

二
治

升
卒

崎
内

一諾

夏

殉
而
外
二夷
狄

の
…

…
至
二所

レ見

之
世
4
著
二
治

大
卒
司

ゆ

爽
秋
進

至
二
松
露

⑩
天
下
遠
近

小
犬
若

レ
一
。
」

此

　
節

は
張
三
世

ご
異
内

外

の
思

想

を
最
能

く
表
は

せ
る
も

の
で
あ

る
。
先
づ
張
三
世

よ
り
説
か
ん

に
、
.張
一二

世
ご
は
即
ち
「
所
見

棊
譜

、
所
レ聞
異
餅

、所
二
博
聞
異

饒

意

い
ふ
…

で
あ
る
。
是
は
如
何
な
る
意
味
か
ε

い
ふ
に
孔
子
「
春
秋
』
の
書
法
が
時
代
に
よ
り
て
同

じ
か
ら
ざ
る
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
是
れ
『
春
秋
」
は
隠
桓
荘
閾
僖

交
宜
成
.襲
昭
定
哀

の
十
二
公
二
百
四
+
二
年
の
出
来
事
を
記
し
な
る
も
の
な

る
が
、
此
時
代
を
孔
子
自
身

ケ
標
準

と
し
て
其
遠
近
に
よ
り
三
期
に
大
別
す
る
。
即
ち
所
見

の
世
虚
は
昭
完
哀
三
公
の
時
に
て
孔
子
自
身
&
其
父
と
の

時
代
に
當
り
、
所
聞
の
世

ご
は
交
宜
成
裏
四
公
の
時
に
て
孔
子

の
、玉
突
の
聴
代
に
當
り
、
所
博
聞
の
世
ご
は
隠
桓

荘
閾
僖
五
公

の
聴
を

い
ひ
孔
子

の
曾
祖
高
耐

の
塒
代
に
當
る
。
而
し
て
異
辞
.ε
構
し
て
此
三
世

に
懸
P
て
孔
子
の

書
法
が
異
り
居
り
、
孔
子
に
近
き
時
代
に
於

て
は
叙
事
を
詳
密

に
し
、
其
時
代

の
遠

か
喝
に
從
ひ
之
を
粗
略

に
し

て
居

窪

い
ふ
の
で
あ
る
・
然

し
若

し
張
三
世
.ご
い
ふ
窪

麓

に
そ
れ
か
け
の
歪

止
竃

な
ら
ば
特
に
重
要

な
」る
意
味
を
有
す
を

髭

は
な
鼠

の
で
あ
る
が
、
併
し
前

の
何
休

の
註

に
も
見
ゆ
る
如
ム

羊
祭

此
所
簿

.

聞

の
世
を
以
て
衰
説

の
聴
代
せ
爲
し
、所
聞

の
世
を
以
て
升
竿

の
聴
代
ε
爲
k

所
見

の
世

を
以
て
大
半

の
時
代
ご

な
し
穴
る
事
に
よ
つ
て
、
三
.世

ビ
い
ふ
こ
と
が
公
羊
家
の
非
常
大
義

ε
す
る
理
想
を
託
ず
る
こ
ご
、
な
つ
な
鐸
で

5)

6)

7)

曙;秋 公羊傳』隠公元年 傳

『春秋公羊解詰』隠公元年註

『春秋繁露』楚癌王篇及び『春秋 公羊解詰』隠公元年註に櫨 る
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9

あ

る
..固

よ
り
皮
質

よ
り

い

へ
ば
春

秋
時
代

は
隈

桓
以

下
年
を
追

う
て
盆
衰

働

に
赴

き
、實
際
升
孕

大
卒

の
時
代

あ

る
ζ
ε
.は
な

い
・
然
.れ
こ

も
公

羊
家

に
從

へ
ば
皮
質

は
全

く
假
借

で
あ

る
。
衰
飢

よ
り
升
李

、
升

孕
よ

り
太
平

に

の

進

む

べ
き
理
想

を
示

す
を
得

ば
足

れ
り

ε
す

る
.の
で
あ

る
。
故

に
『
世
愈
㍊
而
春

秋
之
交

鉦
治
』
と

い
ふ

ご
ε
に

猛

る

の
で
あ

る
。
猶
公
羊
家

は
よ
く
大

一
統

ご
い
ふ
こ

と
を

吉

ふ
。

一
統

ご
は
割
擦

に
封

し
て
盲

ふ
ご
ε
に
て
從

て

大

一
誓

い
へ
ば
互
に
国
家
を
立
て

・
割
撮
す
る
こ
ε
な
く
世
塞

く

】
に
締

し
允
る
状
態
を
育
ふ
の
慮

る
。

郎
こ
こ
に
い
ふ
太
孕

の
世

に
相
當
す
る
の
で
あ

る
。

・

、叛
に
異
内
外
ε
い
ふ
ご
ε
で
あ
み
が
、
こ
れ
は
張
三
世
ε
離

る
ぺ
か
ら
ざ
る
關
係
を
有
す
る
者

で
あ

る
。
異
丙
.

外

冠
は
前
に
引
け
る
何
休

の
註
に
見
ゆ
.る
『
内
二
美
園

一而
外
二
諸
夏
輔
内
二
諸
夏

一而
外
二
夷
狄
↓
夷
狄
追
而
至
=於
爵

一』

ε
い
ふ
ζ
ε
で
あ
る
。
之

K
よ
れ
ば
孔
子

の
外
回
に
封
ず
る
思
想
は
三
世
に
從
っ
て
異

る
の
で
あ
る
。
即
ち
衰
融

の
塒
代

に
於
て
は
先

づ
内
よ
り
治
む
る
を
要
す
.
.内
治
ま
り
て
始
め
て
外
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
.
.
故
に
此
時
代
に

は
其
國
を
内

に
し
て
諸
夏
を
外
に
す
ぜ
盲

ひ
、
夷
狄

は
勿
論
催
合
文
化

の
進
み
た
る
國
な
り
&
も
自
国
以
外
の
國

を
ば
排
斥
す
る
の
で
あ
.る
。
升
孕
.の
時
代
に
進
で
は
諸
夏
を
内

に
し
東
歌
を
外

に
す
ご
言
ひ
、
文
化
の
進
ま
ざ
る

爽
秋
を
ぱ
之
を
排
斥
す
る
の
で
あ
る
が
、
衣
化

の
進
み
穴
菊
園
に
謝
し
て
は
最
早
自
他

の
.匠
別
々
設
け
な
い
の
で

あ
る
。
更

に
進
ん
で
大
卒

の
時
代
に
入
ら
ば
自
国
ε
他
国

、
諸
夏
ご
爽
秋

と
の
匠
別
全
く
無
く
な
り
、
世
界
は
す

べ
三

同
諾

す
・
.手

・
の
で
あ
・
.
蓬

蓋

の
時
代
升
劣

鷺

に
於
て
何
故
旨

國
ご
他
国
、
備
葛

嚢

の
匠
別
を
立
つ
る
奮

い
ふ
に
翼

翼
堅

所
外
諸

夏

内
が諸

軍

而
外
・夷
秋
春

自
・遊
者
・始
也
』
告

ひ
、

近

き
よ
り
始

め
次
第

に
、遠

き
に
及

ぼ
す

の
義

も
存

す
れ

ぜ
も

、
諸

夏

ビ
爽
秋

の
嘔

別
を
立

つ
る
に
就

い
て
侭

論

眈

公
羊
家
の
理
想
迂
す
る
大
同
の
肚
會

第
八
巻

(第
六
號

　
九
)

七
三
七

8)

9)

ユ0)

劉逢緑『公羊何氏繹例』巻り 、

『森森公羊 傳』隠 公元年1こ『何 言乎王正月・大 一統也』ミあみに水 つ く

『春秋繁露』王道篇

曜

一.一一一



.

輪

読

公
羊
家
の
理
想
ε
す

る
大
同
の
祉
會
.

第
八
巻

(第
六
號

二
〇
)

七
三
八

堂

つ
の
舞

な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
居

る
。
皮
錫
瑞
日
は
一

前
.

『
聖
人
心

同
二
天
地

↓
以
二
天

下
】爲
一二

家
の
中
國

爲
一二

人

鴫
必
無
下
西
二
共
種
族

不
τ
同
。
所
有

甲岐

幌
之

意
炉

而
.
.

猷灘
.
.

升

卒
世
不

レ能

レ不

レ外
一一夷
狄

問者
。
其

時
世
界
程

度

。街
未

レ準

於

大
半
叫
夷
狄
亦
未

二
進
化
叩
引
而
内

レ
之
。
恐
二

,

u

以
ず

共
侵
擾

』

翫

即
ち
是
れ
全
く
人
種
の
相
違
ε
い
ふ
こ
ご
に
水

つ
く
偏
見
に
非
す
し
て
、
文
化

の
程
度

の
相
違
に
根
柢
す
る
も

破
鷹

の
で
あ
る
。
印
「ち
諸
夏
の
文
化
が
爽
秋

の
矯
め
に
破
壊
せ
ら
る
る
を
保
護
せ
ざ

る
べ
か
ら
季
ε
い
ふ
考
に
出
つ
る

風
往

諸
當

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
夷
整

髪

化
巽

展
す
る
に
從

ひ
て
彦

萱

ご
同
様
最

墾

こ
ご
叢

る

の
で
あ
・
。

・
褻其

升

攘
夷
ε

い
ふ
こ
ご
は
『
春

秋
』
に
於

て
や
か
ま
し
急
事

な
れ

ざ
も
、
公
羊
家

に
從

へ
ば
是

れ
其

一
嬬

の
論

に
し
て
終

由
耶

局
鑛

蒙

灘

　

も
;
目せ
し
如
く
　

　

見
ゆ
る
大
同
の
　

藷

　

け
て

難

読
か
る
る
こ
蓬

な
っ
た
。
そ
が

塾
か
に
結
び
付
け
ら
れ
て
居

る
か
ε
い
ふ
に
即
ち
大
卒

の
世
を
以
て
大
同
の
世

四
則

ぜ
同

視

し
昇

季
の
世
を
以
て
小
康
・
誓

里

硯
…

で
　

.

.倉

未
髭

蓉

荷

止

始
　

か

礁

を
雁

か
め
得

ざ
る
も
、
余

の
知
れ
る
範
國
に
於
て
は
慶
卒
及
び

原
宿
爲
の
書
に

於
て

始
め
て
之
考
見

る
の
で
あ

謝
謝
湖

急

撃

・
『埜

難
…

饗

・
言
・喬

・
如
・ふ
戴
難

…

公
華
実

奮

…

疑

大
　

懲

太
平
、
小
康

と
升

李

を
同

一
親

し
投
こ

と
に
就

い
て
纏

り
だ
る

明
衣

は
な
き
も
、
其
著
書
殊

に
「
剣
聖
緬
篇
」
の

一

斑
嚇

る

錫

錫
あ

篇

を
讃

ま
ぱ
此

両
者

を
同

一
現

せ
し
も

の
な

る
こ
ε
を
了
解

し
得

る
の
で
あ

る
。
康
有

爲
に
至

っ
て
は
其
著
書

の

度
度
ミ

多

く

の
者

に
比
熱

を
明
盲
し
て
居

っ
て
、『
大

道
者
何

、
人
理
至
公

、
天

牛
世
、
大
同

之
道
也
、
三
代
之
.英

、
升
半

川
動

.

●



世
、
小
康
之
道
也
」
・
ε
い

へ
る
如

き
其

「
.例
で
あ
る
0

然
ら
ば
大
同
小
康
巴
大
卒
升
雫
を
結

び
付
け
て
考
ふ
る
に
至
つ
投
此
等
近
時
の
學
盾
の
理
想
は
果
し
て
如
何
ご

い
ふ
π
、
共
根
本
思
想
に
於
て
は
固
よ
り

從
來

の
思
想
ご
異

る
筈
は
な
き
も
、

唯
少
し
ぐ
、其
色
彩
が
近
代
的
ぜ

な

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
慶
李
は
孔
子

の
理
想
を
以
て
も

こ
支
那

一
隅

の
事
を
音
ふ
の
み
に
非
す
し
て

一
面

一
國

の
政
治
。
鮮

美

髪

他
麗

於
・
世
塁

和
の
理
磐

説
き
た
・
・
の
な
・
享

る
.
そ
こ
で
彼
量

問
を

騨

小
學
恩
人
學

ご
に
分
ち
小
學
は
王
伯
小

一
統
の
學
で
あ
っ
て
大
學

は
皇
帝
大

一
統

の
學

ご
す
る
。
即
ち
前
者
は
小

峰

康
・
勢

理
想
…

た
・
・
の
に
・
・
讐

・
大
同
・
世
・
理
馨

些

奮

も
・
手

・
の
で
・
・
.
而
・

餅

て
皇
帝

の
政
治
は
す
べ
て
世
界
嚢

査

読

の
政
治
で
あ

る
が
、
其
中
に
書

程
度

に
よ
り
て
更
に
書

聖

の

撫

二
覆
め
政
治
が
集

る
・
王
伯

の
政
治
は
す
べ
て
國
家
妻

坐

統

の
政
治
で
あ
る
が
・
そ
れ
が
程
度
に
よ
り
更

・

蹴

-

第

に
王
者

の
政
治
宿

者

の
政
治

・
の
二
つ
に
、分
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
現
代
は
其
何
れ
の
時
代
に
當
・
奮

い

聯悌

.

ふ
に
育
ふ
迄
も
な
く
小

一
.統

の
時
代
而
遇
伯
耆
政
治

の
時
代
で
.あ
る
。
此
伯
耆
の
歌
治
が

一
歩
進

め
ぱ
今
度
は
王

繋
難
鴛
麩
確
答
麗
甥知嚢
翫甑靱
警
鶴
野

無
萌鵬
糖鰻

居

る
。
彼
は
今
日

の
如
く
国
家
が
対
立
し
て
居
て
は
戦
争
は
絶
ゆ
る
機

な
く
、
人
民
は
い
つ
ま
で
も
塗
炭

の
中

に

縮瞳
驚
鍵
齢
纏
縫
濃
鰻
融
謎
耀
簸
騰
餅難
欝
翻齢
醒
藩

響
笥
勾
淘

る

に
.今
日

の
勢

一
朝

一
ダ
に
国
家
を
破
壊
し
去
る
こ
ご
は
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
先
づ
国
家
の
聯
合
を
劃
し
之
を

1

1

補

説

公
羊
家
の
理
想
ご
す
ろ
大
同

の
融
會

第
八
巻

(第
六
號

二

一
)

七
三
九

k

,



辱

.

総

説

公
羊
家
の
理
想
ε
す
る
大
圃
の
↓肛
會

塘
八
巻

〔第
六
號

一
.二
)

七
四
〇

以
て
大
同

に
進
む
の
階
級

こ
駕
す

べ
レ

こ
い
っ
て
居
る
。
而
し
て
国
家
聯
合

の

一
ε
し
て
『
各
国
平
等
聯
盟
」
ε
い

ふ
こ
ご

を
述

べ
『各
国
平
等
聯
盟
者
、
如
二春
秋
之
晋
楚
↓
権
力
相
等
、
訂
盟
軒
レ
兵
、
面
詰
小
國
從

レ之
」

&
盲

っ

て
居

る
。
更

に
進
ん
で
ば
聯
盟

の
代
り
に
公
政
府

を
立
て
之
を
以
て
各
國
を
統

一
す
る
。
此
公
政
府
の
基
礎
固
く

瓶
.る
ご
共
に
各
國
泉

の
色
彩
は
漸
次
薄
ら
ぎ
行
き
て
遂
に
は
す
べ
て
の
国
家
は
皆
無
く
探
り
唯

一
つ
の
世
界
ご
蹴

る
、
こ
れ
が
即
ち
大
同
の
理
想
の
成
就
せ
る
太
平

の
世
な
吻
ご
爲
し
て
居

る
。
而
し
て
此
時
代
に
至
ら
ば
固
よ
り

国
境
ε
い
ふ
も

の
も
な
く
、
人
種
の
匠
別
も
嫁
く
、
又
貴
族
半
民

の
別
も
な
～
、
帝
王
も
な
く
総
統
も
な
ぐ
、
.・人

.

晟
は
蠢

く
卒
等
に
し
て
只
統
治
者

と
し
て
議
長
あ
る
の
み
。
金
地

の
海
陸
皆
公
有
に
昂
し
、
人
民
は
す
べ
て
私
産

な
く
公
.に
養
は
る

、
こ
と

、
な
.る
8
い
ふ
が
如
き
種
々
の
個
條

を
列
羅
し
で
居

る
。
こ
れ
が
帥
最
近
に
於
け
る
大

同

の
理
想

の
概
要
で
あ
る
。

三

、

.

扱
艦
蓮

の
大
同
小
康

の

一
節
は
思
想
上
古
來
議
論

の
存

す
.る
所
な
る
が
故
に
最
後

に

=
　口
を
附
加
へ
る
必
要
が

あ
ら
う
ど
思

ふ
。
元
来
『
禮
記
』
ビ
い
ふ
書
物
は
周
末
秦
漢
時
代

の
學
者

の
禮
説
を
、漢

の
宣
帝
の
塒
戴
聖

こ
い
ふ
者

が
輯
鎌
し
拠
る
も
の
な
れ
ば
、
,各
篇
の
作
者
及
び
著
作
の
年
代
等
多
べ
は
明
で
な
い
。
禮
蓮
篇
は
普
通

に
孔
門
の

子
游
の
作
或
は
子
游

の
徒

の
作

ご
言
は
れ
て
居

る
が
、
そ
は
其
本
文

に
孔
子
と
子
游
ε
の
問
答
が
記
さ
れ
て
居
る

.

が
爲
め
で
あ

っ
て
、
.他
に
確
謹
あ
る
に
非
す
、從

っ
て
古
來
之

に
就

い
て
疑
を
挿
む
も
の
も
少
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

殊
に
.甚
し
き
に
至
っ
て
は
胃
頭
の

一
節
を
以
て
儒
家
の
思
想
に
非
か
ε
し
、
之
を
以
て
道
家
墨
家

の
思
想
に
近
し

珊

ε
す

る
も

の
が
あ

る
。
例

へ
ば
『
黄

氏
日
抄
」
に
は

、
.

16)r大 同 書』乙部 ㌔

17〕.'康 有 爲 『大 同 脊 國 三世 表 』

16)黄 震r黄 氏 日抄』巻 十八

凸

.



『
難
下
思
二
太
古
一
面
悲
牛後
世
知
其
主
意
微
近
二於
老
子
司
』

恥

と
い
ひ
、
叉
『
国
里
紀
聞
』
に
は
呂
耐
.謙
を
引
き
て
、

『
呂
成
公
謂
蛤
賓
之
歎
、
前
輩
疑
レ之
以
爲
レ非
一一孔
子
甑
紫

不
下
濁
親
二
其
親

一子
中
菓
子
上
而
以
二尭
舜
偶
湯
一爲
二
小

康
司
是
老
恥
暴
民
之
論
。」

ご
盲

へ
る
が
如
き
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
郡
磁
辰
の
如
き
は
禮
蓮

の
首
章
に
錯
簡
あ
り
ご
し
、
「
高
温
丈
武
成

玉
屑
公
由
レ此
共
棲
也
、
此
謝
君
子
者
未
が
右
下
不
レ謹
二
於
禮

一者
上
也
」
の
二
十
⊥
八
字
を
、
小
康
の
係
よ
り
扱
き
取
り
て

之
を
大
同
.の
記
事
中
に
挿
入
し
、
高
温
文
武
を
小
康

の
君
ご
す
る
の
不
都
合
よ
り
遁
れ
ん
ご
し
、
六
謹
を
あ
げ
て

の

れ

論
じ
て
居

る
。
而
し
て
皮
錫
瑞

の
如
き
も
亦
之
に
賛
意
を
表

し
て
居

る
の
で
あ
る
。

一
艦
儒
家

の
思
想
が
其

一
部

分
に
於
て
他

の
諸
子
の
思
想
ご
類
似
†
る
も
の
あ
り
と
て
、
そ
は
敢
て
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
こ
ε
な

る
が
、
大
同
小

康

の

一節

に
於
て
ば
鄭
玄

の
註

に
も
旗
老
子

の
語
を
引

け
る
が
矯
め
に
、
盆
老
子
の
思
想
に
出

で
起
る
か
の
疑
を

強
め
な
も
の
で
あ
ら
う
。
然

る
に
此
藏
は
次
に
示
ψ
挑
姫
傅
の
説
を
以
て
十
分
に
打
破
す
る
こ
ご
が
出
張
る
巴
思

励

ふ
。
曰

は
く

『
実
者

荘
之
説
。

以
レ薩

儒
二
忠
信
之
薄

而
齪

之
首

の

若
下
子
游
之
所

し聞
二於

孔
子

一着
加
尉

以
下
天
下

風
俗
既

薄
。

必
曲
爲

レ禮
。

而
後
可
ゆ
存

】一業
患
信

一而
爲
上
レ
治
。此

於

二
者
荘
之
旨

一遠
尖
。
至
三
子
唐
虞

三
代
氣
蓮
之
有

二淳
潤

殉
固

著
　肚
誓
言

レ
之
者

。
然

亦
　木
二
誉

超

一也
。

貴
必
爲

レ之
誰

雨
後
爲

二儒

者
之
説

一哉

。」

叉
『
不

三濁

親
二
其
親

槻
木
三
濁

子
一一其
手

一
と
.い
ふ
こ

ご
が
墨
子
兼
愛

の
思
想

に
似

て
居

る
ε

い
ふ
も
、
元
来
仁

の

極
致

は
兼
愛

の
結

果

ε

一
致

す

る
も

の
に
し

て
、
此

黙

に
於
て
儒

墨

は
只
其

次
第
順
序

を
設

く

る
や
否
や

の
差
異

に
締

す
。然

る
に
ご

Σ
に
は
濁

り
其

親
を
親

ε
せ
ホ
凋

り
其

手
を
子

ご
せ
参

ご
あ
り
て
、
先

づ
共
親

を
親

と
し
真
子

論

・既

公
革
家
の
理
想
ピ
す
ろ
大
同
の
融
會

第
八
巻

(第
六
號

二
三
)

七
四

一

■孟

春

二

鴨
脚

紐
通
通
説

學
纒
禮
経

国
禮
三
九

　
じ
　
じ

麟
辰
瑞
尊

纒

錫
姫

王
都

皮
銚

9一
㊤

11
助

1
2
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2

、



講

説

公
羊
家
の
現
態
ε
す
る
大
同
の
社
倉
.

第
八
巻

(錆
六
號

-二
四
ア

七
四
二

を
子
ε
す

る
よ

り
綴
充

し
な

る
も

の
な
る
ζ

ご
を
知
り
得

べ
く
『
孟
子
」
に
所

謂

「
老
二
百
老

一助
及
二
人
之
老

司
幼

二

め

コ

吾
幼

一塊
及
二
人
之
幼

一』
ご
い
ふ
も
の
ご
何
等
異
る
所
を
認
め
な
い
。
尤

こ
れ
を
以
て
孔
子
自
身

の
語

ε
見
る
時
は

稽
矯
激

に
失
す
る
の
嫌
あ
る
も
、
是
亦
胱
姐
傳

の
い
へ
る
如
く
、此
等

の
読
本
七
十
子
が
孔
子
よ
り
聞
き
て
之
を
共

待
に
轄
擬
し
、
而
る
後
其
門
流
の
手

に
よ
ヶ
て
記
述
盛
れ
た

る
も
の
に
し
て
、
其
詞
氣
抑
揚

の
甚
し
き
は
、蓋

し
屡

傅

へ
て
其
本
県
を
失

へ
為
も
の
あ
る
憎
く
、
さ
り
ε
て
是
が
全
く
聖
人

の
旨

に
非
ナ
と
い
ふ
こ
ご
は
言

へ
な
い
ご

す
・
萎

當
の
見
で
あ
ら
う
恵

幅

殊
髭

等
思

想
は
其
禁

に
於
て
「
毒

」
塗

身
薬

　

治
國
斐

蹴

下
に
進
む
べ
き
を
説
き
、
叉
『
論
語
」
に
『
四
海
之
内
皆
兄
弟
也
」
こ
い
へ
る
如

き
思
想
に
勤
照
し
て
少
し
も
相
容
れ

ざ
る
黙
を
見
出
さ
ぬ
の
で
あ
る
。
之
ε
反
劃
に
道
家
の
思
想
を
観
る
に
其
書
中
に
屡
理
想
國
を
拙

い
で
居

る
が
、
.

い
つ
れ
も
大
同
の
理
想
肚
會
匹
比
し
て
全
く
趣
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
例

へ
ば
「
老
子
」
八
十
章
の
理
想
國
に

し
て
も
、、
「
荘
子
』
の
建
徳

の
國
、
さ
て
は
「
列
子
」
の
細
頸

の
山

に
し
も
、
い
つ
れ
も
其
描
く
胱
會
が
小
肚
會
に
隈

3
れ
て
居
り
叉
最
原
始
的

な
る
生
悟
を
理
想

ご
し
、
且
所
謂
道
徳

ヒ
い
ふ
も

の
を
全
然
排
斥
す
る
と
い
ふ
特
徴
が

共
通
し
て
居
ろ
の
で
あ
る
。
之
を
大
同
の
肚
會

が
世
界
の

一
統
を
目
標
ε
し
、
肚
愈

の
進
化
を
是
認
し
、
叉
道
徳
を

以
て
人
生
唯

一
の
務
め
ε
観

じ
て
居

る
に
野
し
て
既

に
其
根
本
に
於
て
全
く
種
類
を
異
に
す
る
も
の
菰
る
こ
ご
を

知

る
に
足
る
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
大
同

の
理
想
ぼ
道
家
の
思
想
に
も
あ
ら
申
、
墨
家

の
思
想
に
も
あ
ら
車
馬

純
然

π
る
儒
家
の
思
想
で
あ
る
巴
見

て
誤
は
な
か
ら
う
ε
思
ふ
。
猶
公
羊
家

の
三
科
九
旨

の
思
想
が
果
し
て
孔
子

の
本
意
を
得

だ
る
も

の
な
り
や
否
や
に
就

い
て
も
説
明
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
黙
読
を
避
け
余
の
結
論

の
み

を
言
は
ば
、
公
羊
家
の
此
思
想
は
孔
子
自
身

の
読
に
は
あ
ら
ざ
る
も
、
か
Σ
る
思
想
を
引
出
す

べ
き
要
素
は
孔
子

の
思
想
中
に
.既

に
含
ま
れ
居
た
り
ε
い
ふ
こ
ご
に
蹄
す
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
(完
)

【

■

23)『 孟子』深思玉上
2勾 銚 姫傳『九縄訊』十六
25〕 「言念語』顔 淵篇

量身辮 鰯舗


